
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ ○ ○ ○ 2

2 ○ ○ ○ ○ 2

2 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

2 ○ ○ ○ ○ ○ 2

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

2 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○ 2

2 ○ 2

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

大学等全体のプログラム

AI応用基礎 データサイエンス基礎

機械学習基礎 データサイエンス基礎

選択項目 選択項目

データサイエンス応用基礎

授業科目

AI応用基礎

プログラムを構成する授業科目について

2021年度に認定を受けた「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」と同じく、2021年度以前入学者は「データ
サイエンス概論（半期２単位）」、「データサイエンス基礎（半期２単位）」、「データアナリティクス基礎（半期２単位）」、「機械学習基礎（半期２単
位）」の計４科目８単位を修了要件とし、修了者には「データサイエンス基礎力ディプロマ」を授与する。
なお、「データサイエンス概論（半期２単位）」と「データサイエンス基礎（半期２単位）」を修得することで、「数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラム認定制度（リテラシーレベル）」を網羅した内容を学修出来る様に設計している。
また、2022年度以降入学者は「データアナリティクス基礎（半期２単位）」と「機械学習基礎（半期２単位）」の計２科目４単位を修了要件とし、修
得者には「応用基礎ディプロマ」を授与する。

授業科目

【2022年度以降入学者】

学部・学科によって、修了要件は相違しない

機械学習基礎

授業科目

【2021年度以前入学者】

データサイエンス概論

データアナリティクス基礎

機械学習基礎

機械学習基礎

データアナリティクス基礎

【2021年度以前入学者】

【2021年度以前入学者】

機械学習基礎

データアナリティクス基礎 データサイエンス概論

機械学習基礎

データサイエンス応用基礎 データサイエンス概論

機械学習基礎

データアナリティクス基礎

成城大学

データサイエンス基礎力育成・認定プログラム

データサイエンス基礎

データアナリティクス基礎

データアナリティクス基礎 データサイエンス概論

機械学習基礎 データサイエンス基礎

令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定4

授業科目

【2022年度以降入学者】

授業科目

【2022年度以降入学者】

データアナリティクス基礎

授業科目

授業科目

【2022年度以降入学者】

授業科目

【2021年度以前入学者】

データアナリティクス基礎



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データアナリティクス基礎」（５、６回目）
・分析目的の設定「データアナリティクス基礎」（７、８回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データアナリティクス基礎」（７、８、９、10、11、12、13、14
回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データアナリティクス基礎」（２回目）
・データの収集、加工、分割/統合「機械学習基礎」（13回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「機械学習基礎」（９回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データアナリティクス基礎」（９回目）
・ビッグデータ活用事例「機械学習基礎」（５回目）
・ソーシャルメディアデータ「機械学習基礎」（12、13回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「機械学習基礎」（１、２回目）
・汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）「機械学習基礎」（機械学習基礎」（２回目）
・人間の知的活動とAI技術とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「機械学習基礎」（７回目）
・AI技術の活用領域の広がり（流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケア）「機械学習基礎」（９回目）

・AI倫理、AIの社会的受容性「機械学習基礎」（１、２回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「機械学習基礎」（２回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「機械学習基礎」（３、15回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データアナリティクス基礎」（12、13、14回目）　「機械学習基礎」
（３、８、13回目）
・学習データと検証データ「機械学習基礎」（13回目）

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「機械学習基礎」（４、７、12回目）
・ニュートラルネットワークの原理「機械学習基礎」（４回目）
・ディープニュートラルネットワーク（DNN）「機械学習基礎」（４回目）
・学習用データと学習済みモデル「機械学習基礎」（８、13回目）

・Aiの学習と推論、評価、再学習「機械学習基礎」（10、14回目）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「機械学習基礎」（10、14回目）
・複数のAI技術を活用したシステム（スマートスピーカー、AIアシスタントなど）「機械学習基礎」（９回目）

・ソーシャルメディアデータ「機械学習基礎」（13回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「機械学習基礎」（12回目）
・構造化データ、非構造化データ「機械学習基礎」（12回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「機械学習基礎」（12回目）
・Webクローラー、スクレイピング「機械学習基礎」（13回目）
・集計処理、四則演算処理「機械学習基礎」（13回目）
・ソート処理、サンプリング処理「機械学習基礎」（13回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「機械学習基礎」（13回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「機械学習基礎」（13回目）
・関数、引数、戻り値「機械学習基礎」（13回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「機械学習基礎」（13回目）

・代表地（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「データアナリティクス基礎」（２回目）
・相関係数、相関係数と因果関係「データアナリティクス基礎」（４回目）
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確立「データアナリティクス基礎」（11回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データアナリティクス基礎」（12、13、14回目）　「機械学習基礎」（８、11、13回
目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データアナリティクス基礎」（13回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データアナリティクス基礎」（８回目）　「機械学習基
礎」（12回目）
・構造化データ、非構造化データ「データアナリティクス基礎」（２回目）　「機械学習基礎」（８、12回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「機械学習基礎」（12回目）

・文字型、整数型、浮動小数点型　「データアナリティクス基礎」（３回目）　「機械学習基礎」（６、８、11、13回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算　「データアナリティクス基礎」（３回目）　「機械学習基礎」（６、８、11、13回目）
・関数、引数、戻り値　「データアナリティクス基礎」（３回目）　「機械学習基礎」（６、８、11、13回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成　「データアナリティクス基礎」（３回目）　「機械学習基礎」（６、８、
11、13回目）

・データ駆動型社会、Society 5.0「データアナリティクス基礎」（１回目）　「機械学習基礎」（１回目）
・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、代替活動など）「データアナリ
ティクス基礎」（１回目）　「機械学習基礎」（１回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「機械学習基礎」（９回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラムは、データサイエンスの視点を持った文系人材を育成することを目的とし、プログラムの学修成果として、受講学生たちはデータ
ドリブンな思考（データを起点とした論理的・科学的な思考）を身につけることが出来ます。具体的には以下の通りです。
①ビッグデータ等の多種多様な情報を効果的に活用するための知識と技能を習得することが出来る。
②代表的な統計学の解析手法や、数値化されていないデータを加工する手法等、データサイエンスを支える統計について、実践的な知識を
習得することが出来る。
③卒業後どのような分野に進んでも活かせるデータ分析力を身につけることが出来る。
④問題を発見し、データサイエンスを通じて解決する能力を高めることが出来る。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データアナリティクス基礎」（12、13、14回目）　「機械学習基礎」
（13回目）
・学習用データと学習済みモデル「機械学習基礎」（13回目）
・予測技術の活用事例「データアナリティクス基礎」（12、13、14回目）　「機械学習基礎」（13回目）
・決定木（Decision Tree）「データアナリティクス基礎」（13回目）
・混同行列、Accuracy、Precision、Recall「機械学習基礎」（13回目）
・形態素解析、単語分割、係り受け解析「機械学習基礎」（13回目）
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様式２

大学等名

①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

経済学部 1,612 360 1,440 84 49 35 2 2 0 213 113 100 4 3 1 119 74 45 0 0 0 113 65 48 0 0 0 0 0 0 0 529 37%

文芸学部 1,662 375 1,500 128 43 85 0 0 0 132 50 82 2 1 1 49 18 31 0 0 0 14 7 7 0 0 0 0 0 0 0 323 22%

法学部 1,115 240 960 14 13 1 0 0 0 13 7 6 0 0 0 5 2 3 0 0 0 7 3 4 0 0 0 0 0 0 0 39 4%

社会イノベーション学部 1,087 240 960 51 22 29 3 2 1 70 40 30 1 1 0 54 32 22 0 0 0 19 13 6 0 0 0 0 0 0 0 194 20%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

合　計 5,476 1,215 4,860 277 127 150 5 4 1 428 210 218 7 5 2 227 126 101 0 0 0 153 88 65 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,085 22%

成城大学

プログラムの履修者数等の実績について

平成27

学部・学科名称 学生
数

入学
定員

収容
定員

令和4年度 令和3年度 令和2年度

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数

令和元年度
履修者
数
合計

履修率修了者数履修者数修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数
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○成城大学データサイエンス教育研究センター規則（平成30年10月9日制定） 

成城大学データサイエンス教育研究センター規則 

平成30年10月９日 

制定 

（趣旨） 

第１条 この規則は、成城大学学則第60条第２項に基づき、成城大学データサイエンス教育研究セン

ター（以下「センター」という。）について必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 センターは、教育課程の実施を通じて、学生が数学的及び科学的教養を踏まえてデータに基

づき思考し行動する能力を培うことを目的とする。 

（任務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、以下の業務を行う。 

(１) データサイエンス教育に係る授業科目の編成及び運営に関すること 

(２) データサイエンス教育に係る教育方法の研究及び開発に関すること 

(３) センターの予算に関すること 

(４) その他センターの目的達成に必要と認められる業務 

（データサイエンス教育研究センター長） 

第４条 センターに、データサイエンス教育研究センター長（以下「センター長」という。）を置き、

専任の教授をもって充てる。 

２ センター長は、学長が指名する。 

３ センター長は、学長の監督の下に、センターの業務を統括する。 

（データサイエンス教育研究センター員） 

第５条 センターに、データサイエンス教育研究センター員（以下「センター員」という。）を置く。 

２ センター員は、センターの業務を行う。 

３ センター員は、専任教員の中から学長が委嘱する。 

４ センター員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

（委員会） 

第６条 センターに、センターの運営及び業務について審議するため、データサイエンス教育研究セ

ンター委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(１) センター長 

(２) センター員 

(３) 学部長が推薦する教員各１名 

３ 委員は、学長が委嘱する。 

４ 第２項第２号及び第３号の委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

５ 委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第７条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は、センター長をもって充てる。 

（会議） 

第８条 委員長は、会務を総括するとともに会議を招集し、その議長となる。 

２ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職を代行する。 

３ 委員長は会議運営のため、教務部長、図書館長、メディアネットワークセンター長、事務局長、

その他委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

（外部アドバイザリー委員） 

第９条 センターに、外部アドバイザリー委員を置くことができる。 

２ 外部アドバイザリー委員とは、データサイエンスに関して専門的識見を有する、学外の企業、行

政機関若しくは各種団体の関係者、又は他の研究教育機関の研究者等で、センターの活動及び運営

に助言を与える役割を担う者をいう。 
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３ 外部アドバイザリー委員は、委員会の議を経て、学長が委嘱する。 

４ 外部アドバイザリー委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

５ 外部アドバイザリー委員を置いた場合、センター長は、外部アドバイザリー委員を招集し、年度

内に少なくとも１回はセンターの活動及び運営に関する助言を得る機会を設けなければならない。 

（事務） 

第10条 センターに、その事務を処理するため、事務室を設け職員を配置する。 

２ 事務室の事務は、事務局総務課が担当する。 

（その他） 

第11条 この規則に定めるもののほか、センターの運営に関して必要な事項は、委員会の議を経て、

センター長が別に定める。 

（規則の改廃） 

第12条 この規則の改廃は、教授会及び評議会の議を経て、学長がこれを行う。 

附 則 

１ この規則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 第６条第４項に定める第２項第３号の委員の任期は、平成31年４月１日を始期とする場合に限り、

２年１月とする。 

３ 第１項にかかわらず、センターが設置されるまでのあいだ、データサイエンス教育に係る業務を

共通教育研究センターより円滑に移行させることを目的として、制定日より平成31年３月31日まで

の期間において、第９条から第12条までを除き、この規則における「センター長」を「共通教育研

究センター教養教育部会データサイエンス科目専門部会長」と、「委員会」を「共通教育研究セン

ター教養教育部会データサイエンス科目専門部会」と読み替えて、この規則に準じてその業務を行

うことができるものとする。ただし、この場合において、委員会の委員は、これを新たに選出する

ことはせず、学長の命により、共通教育研究センター教養教育部会データサイエンス科目専門部会

構成員が務めるものとする。 
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成城大学データサイエンス教育研究センター自己点検・評価規程 

令和元年５月24日 

制定 

（目的） 

第１条 この規程は、成城大学自己点検・評価規程第２条第２項及び第４条から第７条までに基づき、

成城大学データサイエンス教育研究センター（以下「センター」という。）における自己点検・評

価に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 センターに自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（任務） 

第３条 委員会は、次に掲げることを任務とする。 

(１) 自己点検・評価の実施計画の立案に関すること。 

(２) 自己点検・評価の実施に関すること。 

(３) 自己点検・評価報告書の作成に関すること。 

(４) 成城大学全学自己点検・評価委員会（以下「全学自己点検・評価委員会」という。）との連

絡・調整に関すること。 

(５) その他自己点検・評価に関すること。 

（組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(１) センター長 

(２) センター員 

(３) 大学事務局長 

(４) 総務課長 

(５) センター長が必要と認めた者 

２ 第１項第５号の委員の任期は、２年以下としセンター長が定める。ただし、再任を妨げない。 

３ 委員会に委員長を置き、第１項第１号の委員をもって充てる。 

４ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

５ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

６ 委員長は、必要があるときは委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。 

（点検・評価結果の報告） 

第５条 委員会は、自己点検・評価の結果又はその進捗状況をセンター委員会及び全学共通教育運営

協議会に報告し、全学自己点検・評価委員会へ報告することの了承を得るものとする。ただし、全

学共通教育運営協議会に報告する自己点検・評価の結果又はその進捗状況は、成城大学全学共通教

育運営協議会規則第２条及び第３条に規定する事項とする。 

（その他） 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営及び自己点検・評価の実施等に関し必要な事項

は、委員会が別に定める。 

（改廃） 

第７条 この規程の改廃は、センター委員会の議を経て、センター長がこれを行う。 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 



本学の運営母体である学校法人成城学園の創立100周年を機に、第２世紀に向けたビジョンが示され、教育改革
の３つの柱として「国際教育」、「理数系教育」、「情操・教養教育」が掲げられた。その中で、「理数系教
育」を推進するにあたり、文系大学こそ数理・データサイエンス・AI の視点を兼ね備えた次世代の人材を育成
するべきとの考えから、全学共通教育科目としてのデータサイエンス科目群の設置・運営に取り組んできた。

構想・計画段階
～ 2014年度

発展段階
2022年度～

成城大学データサイエンスに関する取組概要

実行・展開段階
2015 ～ 2021年度

▪ 「応用基礎レベル」への応募

▪ 専任教員の増強

▪ 新カリキュラム開講

▪ ディプロマの増設

▪ 連携企業・団体の増加

▪ 体験型ワークショップの開催

▪ オープンバッジ発行

▪ キャリアセンターとの連携等

▪ 文系の次世代人材育成に

関するディスカッション

▪ 全学共通教育科目 or 学部

新設科目の意思決定

▪ カリキュラムの構想

▪ ディプロマの要件定義

▪ 連携企業・団体の選定

▪ 連携企業・団体との包括

協定締結

▪ 連携先企業と全学共通教育科目としての授業を開始

▪ 科目の順次増設、履修者の増加に応じてクラス数の増加

▪ データサイエンス専任教員の採用

▪ 運営母体としてのデータサイエンス教育研究センター

機能の新設

▪ 共創スペースとしてのデータサイエンス教育研究

センター完成

▪ 「リテラシーレベル」の数理・データサイエンス・AI 

教育プログラムへの応募



Point !

▶文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム
（リテラシーレベル）」に認定されています

▶全国文系大学の中でも先駆け的存在として注目を集めています

▶ 2022年度までの延べ履修者数は3,400名を超え、人気の科目群です

▶データサイエンティストとして活躍している卒業生もいます

▶基礎から応用まで段階的に学べる科目群が準備されています（全16科目）

▶修得段階に応じてディプロマ（履修証明）とオープンバッジが授与されます

Image !

データサイエンス基礎
【２単位】

１年生から履修できます

データサイエンス概論
【２単位】

１年生から履修できます

Step 1

Step 2

機械学習基礎
【２単位】

２年生から履修できます

データアナリティクス基礎
【２単位】

２年生から履修できます

Step 3

●データサイエンス・アドバンスド
・プログラム

●データサイエンス・ワークフロー
・プログラム

データサイエンス特殊講義

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

上記、6科目から２科目４単位。

（但し、●の2科目から1科目以上）

※2023年度以降開講科目を含む

▶取得できるディプロマ認定証

データサイエンス

リテラシーレベル・ディプロマ

＋

▶取得できるオープンバッジ

データサイエンス

応用基礎ディプロマ

データサイエンス

アドバンスド・ディプロマ

＋

＋

※オープンバッジとは、デジタルバッジの一種で国際技術標準規格のデジタル証明書です。電子メール署名や履歴書に貼り付け、

就職活動にも活用できます。 ※上記オープンバッジに記載の年号はあくまで一例です。

成城大学データサイエンス教育研究センターの「データ

サイエンス基礎力育成・認定プログラム」は、文部科学

省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテ

ラシーレベル）」に認定されています。

【認定期限2026年３月31日】

成城大学データサイエンス教育研究センター
〒157-8511 東京都世田谷区成城6-1-20
TEL.03-3482-9421 FAX.03-3482-9430
E-mail : ercds3-jimu_s@seijo.jp

認定期限：2026年３月31日

データサイエンス を学ぼう！

文系学生こそ



データサイエンス科目群

学部・学科にかかわらず学べる

データを活用する知識と技能を学ぶプログラム

成城大学は、全国の文系大学の中でもいち早くデータサイエンスの授業
を開始し、すでに開講８年目を迎えます。
データサイエンスを段階的に学べる全16科目を用意し、基礎から応用ま
で、学生それぞれのレベルに合わせた授業を展開しています。

成城大学データサイエンス教育研究センター

成城大学データサイエンス教育研究センターは、データサイエンス科目
を開講しているセンターです。センターでは、この他に学内データサイ
エンス・コンテスト、体験型ワークショップ、データサイエンス関連の
資格試験対策講座などを開催・開講しております。いずれも参加費は無
料です。ぜひお気軽にご参加ください。

データサイエンス基礎力養成・認定プログラム

成城大学データサイエンス教育研究センターが提供するプログラム（リ
テラシーレベル・ディプロマ）は、文部科学省「数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定されています。

認定期限：2026年3月31日

成城大学 2022年度データサイエンス科目群
授業科目名 単位数 履修可能な学年 開講コマ数 ディプロマ＊1

データサイエンス概論 2 1-4年 6
リテラシーレベル・

ディプロマ
データサイエンス基礎 2 1-4年 6

データアナリティクス基礎 2 2-4年 2
応用基礎

ディプロマ
機械学習基礎 2 2-4年 2

データサイエンス・アドバンスド・プログラム 2 2-4年 1

アドバンスド・
ディプロマ

（左記より２科目を修得）

データサイエンス・ワークフロー・プログラム 2 2-4年 ＊2

データサイエンス特殊講義Ⅰ 2 2-4年 ＊2

データサイエンス特殊講義Ⅱ 2 2-4年 ＊2

データサイエンス特殊講義Ⅲ 2 2-4年 ＊2

データサイエンス特殊講義Ⅳ 2 2-4年 ＊2

データアナリティクス応用 2 2-4年 1

自由選択科目
（ディプロマ要件ではない）

機械学習応用 2 2-4年 ＊2

数理科学基礎a 2 1-4年 1

数理科学基礎b 2 1-4年 1

数理科学応用a 2 1-4年 休講

数理科学応用b 2 1-4年 休講

＊1 ー履修段階に応じてディプロマ（履修証明）とオープンバッジが授与されます。
＊2 ー学年進行により2023年度以降開講予定

成城大学データサイエンス教育研究センター
〒157-8511 東京都世田谷区成城6-1-20
TEL.03-3482-9421 FAX.03-3482-9430
E-mail : ercds3-jimu_s@seijo.jp
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